
審査の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

JA グループでは、全農茶市場を通じて荒茶の共販事業を行っています。この共販茶求評会は、共販出荷さ

れた荒茶を対象に、その年の荒茶品質を評価し、欠点の訴求・改善点の洗い出し等を目的に開催されています。 

 今回は１２月８日に開催された求評会の様子をご紹介します。 

＜審査員＞ 

京都府茶業研究所、農業改良普及センター、京都府茶生産協議会、JA京都やましろ  計１２名 

＜茶種・出品数＞ 

煎茶、かぶせ茶、玉露（手摘み・鋏摘み）、てん茶（手摘み・鋏摘み） 計９４点 

審査は、茶種ごとに外観・香気・水色・滋味・から色（てん茶のみ）を審査員がチェックします。 

１点ずつ丁寧に審査し、欠点や改善点などのコメントを記録。審査結果は、茶業研究所でまとめ、

今後の栽培に役立てていただけるよう、ＪＡを通じて生産者にお返しします。 

―ＴＡＣ information―  

ＪＡ京都中央 ２０２１年１２月１４日 No.579 小山 愛

 

京都府内全体から出品され、 

茶種だけでなく品種も様々。 

外観審査では、茶葉の色や状態

を確認します。 

茎が多い、破砕が多い など 

 

茶葉に湯をそそぎ、香りを

確認します。 

青臭、茎臭、萎凋香 など 

 

同じ条件でお茶を淹れ、

水色・味・淹れた後の茶葉

を確認します。青臭味、苦

渋味、火入れ味 など 

2022 年 肥料・農薬 
予約受付開始!!! 

 昨年に引き続き、2022年産水稲の高品質安定栽培に向け、JA京都中央では、生産農家の皆

様への支援対策として、ウンカ類・ジャンボタニシ・カメムシ類の防除における農薬購入費の一

部に助成を行うこととなりました。この予約書でのお申込みいただいた分のみ対象となりますの

で、お申込み漏れのないようお気を付けください！ 

 申し込み締め切りは、2022年 1月 14日です！よろしくお願いいたします！ 



 


